
 

【「日本のインフラの今」掲載内容の項目と概要】 
 
１．どうやって社会資本整備は進むのか？ 

①社会資本整備とは  

～ インフラの語源はローマ時代から。歴史上の為政者の最重要業務だった  

②社会資本整備の流れ 

～ 計画段階から事業採択、実施、再評価、事後評価を丁寧に実施 

③社会資本整備を進めるための予算と契約の仕組み  

～ 補正予算は年末から年度末に成立。予算成立から契約締結までは時間がかかる 

④財政に占める公共事業関係費の推移 

～ 社会保障等の増加により公共事業の割合は減少傾向。事業量確保に努力 

⑤公共事業の財源 

～ 建設国債を充当。世代を超えて共有する資産としての裏付け 
 
２．日本の社会資本整備の状況は？ 

①日本の社会資本整備を取り巻く環境の特徴  

～ 頻発する自然災害。脆弱な国土。気候変動の影響によるリスク拡大 

②諸外国とのインフラ整備の水準比較 

～ 国民のニーズや企業活動の高度化等により未だ十分ではない水準 
 
３．戦略的・計画的な社会資本整備とは？ 

①社会資本整備による効果 

～ 社会資本整備によるフロー効果とストック効果とGDPへの波及経路 

②国際的にみた我が国の公共投資水準 

～ 公共投資を積極化する主要先進国 

③近年の社会資本整備による効果 

～ 被害を大幅に軽減した防災・減災、国土強靱化 

～ 経済活性化をもたらしたインフラ整備 

～ 企業の国内投資回帰の動きを支え、促すようなインフラ整備 

④新しい社会資本整備の流れ 

 ～ インフラDXによる現場の飛躍的な生産性向上とインフラサービスの高度化 

 ～ インフラ分野のGXによる創エネ・脱炭素化 
 
４．公共事業の予算執行の最新状況は？ 

①公共事業関係費の執行状況 ※最新の予算執行状況資料を随時更新 

～ 公共事業は2年間かけてほぼ全額執行。補正予算を活用した防災・減災、国土強靱化の

加速化 

～ 繰越や債務負担行為の適切な活用により事業量分散などの効果も 

②繰越と不用の違い 

～ 公共事業は繰越できる経費に指定。不用となる金額は１％ 

③債務負担行為の活用 

～ 債務負担行為の積極活用により施工時期や工事量を平準化 
 
５．社会資本整備を支える建設業の状況は？ 

①建設業の担い手の状況 

～ 有効求人倍率の高さ等は建設業の施工能力には直接影響しない 

②働き方改革の状況 

～ 適切な工期設定、施工時期の平準化等で建設業の働き方改革を推進 

別添 



 

【掲載資料の例】 
 

＜社会資本整備（公共事業）の流れと関連する事業評価の流れ＞【１．②関係】 

 
＜一般会計（当初予算）における公共事業関係費の割合の推移＞【１．④関係】 

 
 



 

＜近年の自然災害の状況＞【２．①関係】 

 

＜公共投資水準の国際比較 ～固定資本形成(一般政府)の経年比較～＞【３．②関係】 

 
 



 

＜防災・減災、国土強靱化の取組の効果＞【３．③関係】 

 

＜公共事業の執行状況について＞【４．①関係】 

 


